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２
０
１
７
年
は
、
１
９
４
７
年
５

月
３
日
に
日
本
国
憲
法
が
施
行

さ
れ
て
か
ら
７０
年
の
節
目
の
年
で

す
。
こ
の
憲
法
は
、
平
和
憲
法
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
前

文
で
「
日
本
国
民
は
、
・
・
・
・
・
政
府

の
行
為
に
よ
っ
て
再
び
戦
争
の
惨

禍
が
起
こ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
を
決
意
し
、
こ
こ
に
主

権
が
国
民
に
存
す
る
こ
と
を
宣
言

し
、
こ
の
憲
法
を
確
定
」
す
る
。
ま

た
、
日
本
国
民
は
第
九
条
で

「
・
・
・
・
・
国
権
の
発
動
た
る
戦
争

と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
ま
た
は
武

力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解
決

す
る
手
段
と
し
て
は
、
永
久
に
こ

の
で
き
な
い
日
で
す
。
同
時
に
、
日

本
国
民
に
と
っ
て
も
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
戦
争
の
発
端
に
な
っ
た
日
と
し

て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
し
、
再
び

過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
と
誓
う
日

で
も
あ
り
ま
す
。 

 

ん
。
日
中
岡
山
支
部
は
「
日
中
不

再
戦
は
、
憲
法
九
条
を
活
か
す

道
」
と
の
立
場
か
ら
、
岡
山
市
九

条
の
会
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら

「
憲
法
を
政
治
に
生
か
す
」
取
り

組
み
を
重
視
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
不
再
戦
平
和
友
好
期
間
（
７

月
７
日
～
９
月
１８
日
）
の
活
動
を

こ
れ
ま
で
以
上
に
強
化
し
た
い
。 

 

「
日
中
不
再
戦
・
平
和
擁
護
の
活

動
」
を
あ
げ
て
い
ま
す
。 

今
年
は
、
１
９
３
７
年
７
月
７
日

の
盧
溝
橋
事
件
（
注
２
参
照
）
か
ら

８０
周
年
の
節
目
の
年
で
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
事
件
は
、
中
国
の
国

民
に
と
っ
て
は
「
七
・
七
、
qi
・
qi
、

チ
・
チ
」
と
呼
ん
で
、
忘
れ
る
こ
と

憲
法
を
政
治
に
活
か
す 

今
日
、
安
倍
晋
三
政
権
は
安
全

保
障
関
連
法
（
戦
争
法
）
の
具
体

化
、
憲
法
九
条
の
明
文
改
憲
を
強

引
に
推
し
進
め
、
日
本
を
再
び
「
戦

争
で
き
る
国
」
に
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
動
き
を
阻
止
す
る

運
動
を
強
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ

れ
を
放
棄
す
る
。 

前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、

陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、
こ

れ
を
保
持
し
な
い
。
国
の
交
戦
権

は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
。
」
と
決

め
、
国
の
内
外
に
「
戦
争
を
し
な
い

国
」
に
な
っ
た
と
宣
言
し
ま
し
た
。 

こ
の
決
意
・
宣
言
は
、
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
戦
争
に
よ
っ
て
、
２
０
０
０
万

人
を
超
え
る
ア
ジ
ア
の
人
々
を
犠

牲
に
し
、
３
１
０
万
人
を
超
え
る

日
本
国
民
の
犠
牲
の
上
に
な
さ
れ

た
も
の
で
す
。
憲
法
に
つ
い
て
論
争

す
る
場
合
に
は
、
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
歴
史
的
事
実
で
す
。 

 

日
中
不
再
戦
は
憲
法
九
条
を
生
か
す
道 

―
憲
法
施
行
７０
週
年
・
盧
溝
橋
事
件
８０
周
年
に
あ
た
っ
て
― 

日
中
岡
山
支
部 

小
林
軍
治 

 

日
中
友
好
運
動
の
原
点
は
日
中
不
再
戦 

 

日
本
中
国
友
好
協
会
は
、
１
９

５
０
年
１０
月
１
日
に
創
立
さ
れ

ま
し
た
。
規
約
第
２
条
（
目
的
）
で

「
こ
の
会
は
、
日
本
政
府
の
行
為

に
よ
っ
て
中
国
へ
の
侵
略
戦
争
が

起
こ
さ
れ
た
歴
史
を
教
訓
と
し

て
、
日
本
と
中
国
が
再
び
戦
う
こ

と
が
な
い
よ
う
、
日
本
国
民
と
し

て
平
和
と
民
主
主
義
の
立
場
に
た

っ
て
、
日
中
両
国
民
の
相
互
理
解

と
友
好
を
深
め
、
平
和
５
原
則

（
注
１
参
照
）
に
も
と
ず
く
両
国

関
係
の
発
展
に
寄
与
し
、
ア
ジ
ア

と
世
界
の
平
和
に
貢
献
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
」
と
定
め
、
第
３

条
（
活
動
お
よ
び
事
業
）
の
第
１
に

注
１ 

平
和
５
原
則
（
１
、
領

土
・
主
権
の
相
互
尊

重
、
２
、
相
互
不
可

侵
、
３
、
内
政
不
干

渉
、
４
、
平
等
互
恵
、

５
、
平
和
共
存
） 

注
２ 

盧
溝
橋
事
件
・
・
・
１
９

３
７
年
（
昭
和
１
２

年
）
７
月
７
日
、
北
京

郊
外
の
盧
溝
橋
付
近

で
、
夜
間
演
習
中
の

日
本
軍
が
中
国
軍
に

攻
撃
さ
れ
た
と
称
し

て
、
日
本
は
中
国
全

土
へ
侵
略
戦
争
を
拡

大
し
た
。 

 
岡
山
・
十
五
年
戦
争
資
料
セ
ン
タ
ー 

の
第
一
回
研
究
会 

左
記
の
と
お
り
竹
内
先
生
に
戦
争
体
験
を
語
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

竹
内
先
生
か
ら
ま
と
ま
っ
た
お
話
が
聞
け
る
の
も
、
こ
れ
が
最
後

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 
 

 
 

 
 

記 

 

◎
１
月
２２
日
（
日
）
午
後
２
時
～
５
時 

◎
岡
山
岡
西
公
民
館
・
研
修
室 

◎
テ
ー
マ
：
軍
国
少
年
だ
っ
た
こ
ろ 

◎
報
告
：
竹
内
和
夫
さ
ん
（
岡
山
大
学
名
誉
教
授
） 

◎
内
容 

 

９０
歳
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
国
民
救
援
会
岡
山
県
本
部
会
長
な
ど
を
し

て
い
ま
す
。
愛
国
行
進
曲
な
ど
を
力
い
っ
ぱ
い
歌
い
、
大
本
営
発
表
の
ラ
ジ
オ

に
心
と
き
め
か
し
、
紀
元
は
２
６
０
０
年
の
神
話
や
大
東
亜
共
栄
圏
を
信
じ

た
昔
を
思
い
お
こ
し
て
い
ま
す
。 

 

同
級
生
で
戦
死
し
た
の
は
金
容
植
（
キ
ム
ヨ
ン
シ
ク
）
君
た
だ
ひ
と
り
、
「
若

い
血
潮
の
予
科
練
の
」
と
歌
わ
れ
た
（
昭
１８
）
霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊
に
志
願

し
た
（
さ
せ
ら
れ
た
？
）
の
だ
ろ
う
か
。 

私
は
１
９
４
５
年
３
月
１０
日
の
東

京
下
町
大
空
襲
で
パ
ン
ツ
ま
で
こ
が
し
た
が
、
い
ま
の
台
東
、
墨
田
、
江
東
の

３
区
だ
け
で
約
１０
万
人
が
焼
け
死
に
ま
し
た
。 

 

「
教
育
勅
語
」
と
「
軍
人
勅
諭
」
と
「
修
身
」
と
「
国
史
」
と
…
…
出
征
兵
士

を
送
り
、
白
木
の
箱
で
迎
え
ま
し
た
。
も
っ
と
本
を
読
ん
で
お
け
ば
、
よ
か
っ

た
の
に
！ 
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次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

１
月
２３
日
（月
）午
後
１
時
半
か
ら 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

河井 

小林 

曾田 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

 

写
っ
て
い
ま
す
。 

日
本
も
近
年
で
は
「
法
の
支
配
」

が
崩
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
背

景
に
あ
る
の
が
、
不
安
定
雇
用
の

増
加
に
伴
い
、
貧
困
・
格
差
が
拡

大
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

貧
困
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
多
く
の
人

が
「
資
本
＝
お
金
（
資
金
）
」
と
考

え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

ま
ま
日
本
中
に
不
安
定
雇
用
者

が
溢
れ
続
け
れ
ば
、
儲
け
る
こ
と

の
で
き
な
い
奴
は
死
ん
で
も
い
い
と

い
う
よ
う
な
、
完
全
自
己
責
任
型

の
社
会
へ
と
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま

合
法
で
は
あ
る
も
の
の
社
会
的
に

容
認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

日
本
の
場
合
は
、
マ
ク
ロ
に
見
れ

ば
規
制
と
求
め
る
品
質
が
高
く
外

か
ら
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
経
済
が
入
っ

て
き
に
く
い
と
い
う
側
面
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
日
本
の
社
会
が
法

に
よ
っ
て
統
制
さ
れ
て
い
る
証
左
に

他
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ゆ
え
世
界

的
に
見
れ
ば
日
本
は
希
有
な
国
と

中国脅威論について    犬飼 繁 

 安倍首相の中国脅威論が止まりません。安倍首相はかつて日本が中国に戦争で負け

たということをどうしても認めたくないのでしょう。あの侵略戦争の指導者の一人が安倍首相

の祖父岸信介です。アメリカの軍事力をバックに力で中国と対抗しようという安倍首相の姿

勢はあまりにも偏っています。尖閣問題で中国公船の領海侵犯が報道されますが、1972

年の日中国交回復時に尖閣については「両国政府は異なった見解を持つ」ことが確認さ

れています。つまり両政府とも自国の領土であるという認識のため問題を棚上げし、「後の

世代の知恵にゆだねよう」ということにしたのです。これは 1978 年に日中平和友好条約が

締結されたときにも確認されました。ところが東西冷戦終結後、ソ連が崩壊してその脅威が

なくなった日本政府は 1990 年代半ばに一方的に「尖閣は日本固有の領土」とそれまでの

見解を変更しました。しかし現状維持であれば日中関係が悪化することはなかったのです

が、2012 年に野田内閣が極右の石原慎太郎の挑発にまんまと乗せられて尖閣国有化を

強行したことが日中関係を決定的に悪化させました。以来中国は「尖閣は中国の領土」を

実行し、「自国の領海」を航行しているのであって、日本の領海を侵犯しているとは考えて

いないという状況が生まれているのです。白井聡氏はその著「永続敗戦論」のなかで「長

年日中が維持してきた『棚上げ』という『解決なき解決』は日本にとって有利な状態を維持

させることに貢献してきた」と述べています。領土問題はお互いの国民のナショナリズムを

掻き立てます。局地的な武力衝突でも起きようものなら、両国民とも冷静ではいられなくな

り、政府もその世論に抗しきれなくなり、全面戦争というのが最悪のシナリオです。そういう

事態を導かないように、日本政府は力で中国に対抗するのではなく、外交によって信頼関

係を構築する努力こそが求められます。中国の軍事費についても、最も右寄りの産経ニュ

ース電子版は、中国の 2016 年度の軍事費が 16 兆 7400 億円で、「日本の 5 兆 500 億円

の 3.3倍であり、止まらぬ異常な軍拡」と批判していますが、人口は中国が 13億 7300万人

あまりで一人当たり軍事費は 1.22万円であるのに対し、日本は 1億 2710万人足らずで一

人当たり軍事費は 3.97万円で中国の 3倍以上です。どちらが異常なのでしょうか。領土問

題については白井聡氏の上記著作のほか、孫崎享氏の「戦後史の正体」や豊下楢彦氏の

「尖閣問題とは何か」が参考になります。 

 

が
り
、
み
ん
な
楽
し
か
っ
た
中
国

旅
行
の
思
い
出
を
語
り
、
改
め
て

徐
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 犬

飼 

繁 

 

中
国
旅
行
で
現
地
で
お
世
話

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
除
晟
さ
ん
が

来
日
さ
れ
た
の
で
、
倉
敷
の
又
来

軒
で
旅
行
に
行
っ
た
十
数
人
が
集

ま
り
ま
し
た
。
除
晟
さ
ん
は
日
本

で
の
学
習
、
研
修
を
目
的
に
来
ら

れ
た
そ
う
で
す
。
洛
陽
で
お
世
話

に
な
っ
た
お
礼
を
述
べ
る
と
と
も

に
太
漏
さ
ん
の
ギ
タ
ー
で
秋
山
さ

ん
の
歌
と
オ
カ
リ
ナ
の
演
奏
で
歓

迎
し
ま
し
た
。 

倉
敷
又
来
軒
は
岡
山
の
店
よ

り
広
く
て
き
れ
い
で
、
料
理
も
お

い
し
く
紹
興
酒
の
古
酒
に
満
足
し

ま
し
た
。
岡
山
か
ら
は
３
人
が
参

加
し
ま
し
た
。 

河
井
紳
士 

 

12
月
21
日
（
水
）
、
11
月
の
中

国
旅
行
で
お
世
話
に
な
っ
た
徐
晟

さ
ん
が
倉
敷
を
訪
問
さ
れ
、
歓
迎

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
に
は
旅

行
に
参
加
し
た
14
名
全
員
と
日

本
か
ら
の
添
乗
員
の
廣
本
さ
ん
に

旅
行
社
ア
ジ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ズ
の
西
上
さ
ん
、
日
中
岡
山
の

河
井
さ
ん
の
知
人
の
瀧
本
さ
ん
も

参
加
さ
れ
、
徐
さ
ん
を
含
め
て
総

勢
18
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
徐
さ

ん
は
12

月
７
日
に
日
本
に
来
ら

れ
、
大
学
の
先
生
と
と
も
に
九
州

の
前
方
後
円
墳
の
遺
跡
を
め
ぐ
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。
福
岡
の
博
物

館
で
は
江
戸
時
代
に
志
賀
島
で
発

見
さ
れ
た
「
漢
委
奴
国
王
」
（
後
漢

の
光
武
帝
が
北
九
州
の
奴
国
の
王

に
賜
わ
っ
た
と
さ
れ
る
印
綬
）
の
金

印
も
見
た
と
い
う
こ
と
で
、
「
中
国

と
日
本
は
２
０
０
０
年
の
つ
き
合
い

が
あ
る
の
で
す
ね
。
」
と
感
慨
深
げ

に
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
の
が
印
象
的

で
し
た
。
会
は
太
漏
事
務
局
長
の

演
奏
と
秋
山
さ
ん
の
歌
で
盛
り
上

す
。
社
会
と
は
、
誰
も
が
個
人
と

し
て
尊
重
さ
れ
見
捨
て
ら
れ
な
い

た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。
ま
た
、
そ

れ
を
実
践
す
る
の
が
公
共
領
域

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ペ
ー
ス
）
で
す
。 

そ
し
て
、
資
本
と
は
、
地
域
社

会
や
自
然
環
境
、
働
く
力
、
人
と

人
の
つ
な
が
り
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら

の
要
素
が
結
合
し
て
社
会
を
形
成

し
て
い
き
ま
す
。
個
人
以
前
、
社

会
以
前
、
契
約
以
前
の
領
域
に
あ

る
社
会
を
創
る
原
動
力
＝
資
本

を
見
直
す
と
き
に
私
た
ち
は
直

面
し
て
い
ま
す
。 

今
回
か
ら
孟
子
の
解
読
を
し
て

い
き
ま
す
が
、
孟
子
を
取
り
扱
う

の
は
儒
教
の
説
明
を
し
た
い
か
ら

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
が
陥
っ
て

い
る
社
会
喪
失
、
法
の
支
配
の
不

在
を
乗
越
え
る
視
座
を
孟
子
に

見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
う

か
ら
で
す
。
孟
子
は
、
仁
・
義
・
礼
・

誠
こ
そ
が
人
間
に
と
っ
て
一
番
大

切
だ
と
説
き
ま
す
。
こ
れ
ら
は
本

来
の
資
本
を
上
手
く
言
い
表
し
て

い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
次
回
以
降

で
解
説
し
て
い
き
ま
す
。 

 

徐
晟
さ
ん
歓
迎
会
兼
中
原
の
旅
打
ち
上
げ
会 

 

孟
子
を
読
む
連
載
開
始
に
あ
た
っ
て 

弓
田 

盛
樹 

中
国
は
パ
ク
リ
大
国
と
し
て
世

界
中
か
ら
批
判
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
中
国
政
府
が
対
策
を
講
じ
て

い
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

偽
造
品
市
場
が
大
き
す
ぎ
て
取

締
り
が
追
い
付
か
な
い
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
経
済
が
貧
困
層
の

需
要
を
満
た
し
、
同
時
に
中
国
経

済
に
与
え
る
影
響
は
大
き
く
、
非


